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び培養口腔粘膜上皮細胞の蛍光抗体法において、 7例中 3例でBP180の内在化を認め、 4例で内
在化を認めないことが示された。さらに、 livecel imagingにおいても、 GFP-BPI80は、
BP180・MMP-IgG投与後に内在化するものと、内在化をしないものがあることが示された。以上
より、 BP180・MMP-IgGはBP180の上皮細胞への内在化を起こす場合と起こさない場合がある
ことが示された白
以上のように、本研究は抗BP180型粘膜類天癌癒のメカニズムを BP180の内在化という視点
から検討し、その病態解明、将来の治療法の確立に大きく貢献したと考えられる。よって、著者
は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
